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—編集後記—

134号をお届けします．本号では，一般投稿に加えて，
畑地灌漑についての特集を組みました．なお，現編集委

員会の担当も次号までとなります．

以前，農業気象分野のある研究者が本誌について「『土

壌の物理性』は，いい雑誌です．冊子は薄いですが，内

容の濃い論文が一杯掲載されています．大切にして下さ

い．」と仰っていました．冊子が薄い点はともかく，本誌

がこういった評価 ·期待をいただけるのは，本誌に関わ
るものとして，非常に嬉しかったのを覚えています．こ

れも，貴重な研究成果を本誌に投稿して下さる研究者の

皆さん，購読者（学会員）の皆さん，歴代編集委員会 ·事
務局の皆さんのご協力の賜物ですが，論文の質が守られ

ている点については，とりわけ査読者の皆さんの多大な

るご尽力のおかげであると確信しています．

現在の編集委員の一人として申しますと，査読を引き

受けていただくのに苦心しています．皆さんお忙しい

のは重々承知していますが，「この原稿は，是非この方

に！」とお願いしても，必ずしも引き受けていただけな

いのが現状です．そうなると，細いコネクションを頼り

に，どうしても偏った方々に集中的にお願いすることに

なってしまいます．誤解を恐れずに言うと，このままで

はドンドン投稿する研究者と査読ばかりでなかなか投稿

できない研究者とに，クッキリ二極化してしまいそうで

心配です．原稿 1報につき 2名程度の査読者にお願いし
ますので，1報掲載されたら 2報くらいの査読を引き受
けていただけると，助かるなぁと思います．

また本誌でも，多くの雑誌と同様に，年度初めに査読

を担当していただいた方の氏名一覧を掲載して，謝意を

表しています．科学の世界のお話ですから，ボランティ

ア精神を基本とすることに異論はありませんが，査読を

引き受けていただいた方に学会として，何かもう少し謝

意を表する方法はないでしょうか？雑誌によっては謝金

を出すこともありますが，査読の労に見合うものではな

いようですし，諸々の煩わしい事務手続きを伴います．

そこで例えば，本誌投稿料（ページ超過料や別刷り代等）

の割引クーポンを査読者にお配りするとか，10報査読し
ていただいたら 1度大会にご招待するとか，20報査読し
ていただいたら学会賞（功労賞）を授与するとか，いか

がでしょう？

愚案の採否はともかく，人員削減等で査読をお願いで

きる研究者が減っている厳しい状況において，本誌の質

を守りつつ関係者の負担の平準化と負担に見合う何らか

の策を，学会として考える時期が来ている気がしてなり

ません．
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